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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2023 年 3 月 6 日 

明治大学の所属学部･研究科 商学部ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ専攻 

留学(渡航)した時の学年 4 年生 

帰国年月日 2023 年 2 月 28 日 

明治大学卒業予定年月 2023 年 3 月 

留学先大学について 

留学先国 ｵｰｽﾄﾘｱ 

留学先大学 
ｳｨｰﾝ大学(日本語名) 

 

Universitä wien(現地言語名) 

現地使用言語/ 授業使用言語 ﾄﾞｲﾂ語/ﾄﾞｲﾂ語･英語 

留学期間 2022 年 10 月~2023 年 2 月 

留学先大学で在籍した学年 4 年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している(以下に学部等名を記入) 

※学部等名(日本語):地理学 

(現地言語での名称):Geography 

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他:      

形態 国立 公立 私立 その他:      

学年暦 

記入例:1 学期/4 月上旬~7 月下旬、        

2 学期/9 月中旬~2 月上旬 

1 学期:10 月〜1 月       2 学期:3 月〜6 月 

 

3 学期:                   4 学期:      

学生数 約 90,000 人 

創立年 1365 年 
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(ﾕｰﾛ) 
日本円 備考 

授業料 0 0 円 大学間協定留学 

宿舎費 1845 260,000 円 369€×5 ヶ月 

食費 2700 380,700 円       

図書費 0 0 円       

学用品費 0 0 円       

携帯･ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ費 60 8,460 円 10€×6 ヶ月 

現地交通費 70 9,870 円 ｾﾒｽﾀｰﾁｹｯﾄ70€( 大学まで徒歩･自転車) 

教養娯楽費 150 21,150 円 美術館、 

被服費 100 14100 円       

医療費 0 0 円       

保険費 450 63,510 円 形態:東京海上の留学保険    

渡航旅費 1430 200,000 円 往復便+ﾖｰﾛｯﾊﾟでの旅行 

ﾋﾞｻﾞ申請費 0 0 円       

雑費            円       

その他            円       

その他            円       

合計 約 6800 約 960,0000 円       

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地:東京   目的地:ｳｨｰﾝ      経由地:ｱﾌﾞﾀﾞﾋﾞ 

 

復路 出発地:ｳｨｰﾝ 目的地:東京 経由地:台湾 

渡航費用  

① 往復ﾁｹｯﾄを購入した場合 

航空会社:      

 

料金:      

 

② 片道ずつﾁｹｯﾄを購入した場合 

往路 航空会社:Etihad Airways   料金:75,000 円 

 

復路 航空会社:Eva air   料金:40,000 円         ∴合計:115,000 円 

航空券購入方法 

旅行代理店(店名:     )  

 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ(ｻｲﾄ名:skyscanner) 

 

その他(     ) 
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滞在形態関連 

1)種類(留学中の滞在先)(例:ｱﾊﾟｰﾄ、大学の宿舎など) 

学生寮(寮の名前:     )     ｱﾊﾟｰﾄ    ﾎｰﾑｽﾃｲ 

2)部屋の形態 

個室   相部屋(同居人数     ) 

3)共有部分 

ﾊﾞｽ  ﾄｲﾚ  ｷｯﾁﾝ( 自炊可 自炊不可)  

4)住居を探した方法: 

https://studierendenheime.diakoniewerk.at/ から住みたい部屋を選択し、ｵﾌｧｰを入れ、ﾒｰﾙにて 500€の保証金(返金さ

れる) を先払いし、入居日当日に鍵と契約書を受け取りました。 

5)感想:(滞在先の感想とこれから留学する人のためのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ) 

  6 月頭から探し始め、OEAD と Stuwo にｵﾌｧｰを入れましたが、2 週間経っても返信がなく、希望の部屋が取れなかっ

たため、 OEAD で探した部屋を運営する会社に直接問い合わせしました。 

また、この寮のｵﾌｨｽが土日閉まっており、10 月 1 日が土曜だったため、もし入居日が土日挟んで月曜になり、泊まる

場所がない可能性もあったため、気をつけたほうがいいと思います。私の場合は、事前に連絡をし金曜に鍵を受け取る

ことができ、柔軟に対応してくれると思うので、ﾀﾞﾒ元でも聞いてみることが大事です。 

現地情報 

1)留学期間中、病気やｹｶﾞをしましたか。した場合、どこで治療を受けましたか。(例:現地の病院、学内の診療所) 

なし 

あり (治療を受けた場所:     ) 

2)留学期間中、学内外で問題はありましたか。あった場合、誰に相談しましたか。 

(例:留学先大学の相談窓口、現地の友人等) 

なし 

あり (問題の内容や相談した人等:     ) 

3)現地の危険地域情報をどのように収集し、どのような防犯対策をしましたか。また、実際に盗難等を含む犯罪に巻

き込まれたことはありますか?その際どのように対処しましたか? 

私が住んでいた 9 区は大学が多く治安がとても良かったです。wien hauptbahnhof 周辺は治安が悪いと友人から聞きま

した。ﾁｬｯｸ付きのｶﾊﾞﾝを前で抱えるといった対策はしました。 

4)携帯電話や、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄについて、現地での利用･接続はいかがでしたか。 

(例:寮のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続が不安定で 1 週間に 1 度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのｶﾌｪでは WIFI 接続が可

能であったので、寮で使用できない時はｶﾌｪに行った。) 

Hofer にて sim を購入し、月 29GB で 9.9€(日本円 1435 円)のﾌﾟﾗﾝを契約しました。Hofer が最も安いと思います。携帯

も、寮の wifi は基本繋がりやすかったです。大学の wifi は繋がりにくかったです。 

5)現地での資金調達はどのように行いましたか?(例:現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった。銀行

口座は現地で外国人登録をしないと開設できない。また、ｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞも併用していた。) 

  寮への家賃振り込みのため、ｵﾝﾗｲﾝﾊﾞﾝｸの N26 を開設しました。本人確認のためﾊﾟｽﾎﾟｰﾄを登録するだけで、当日開

設できました。開設費用も維持費用はかかりません。日本のｸﾚｼﾞｯﾄｶｰﾄﾞはﾚｰﾄが高くなり、手数料も上乗せでかかるの

であまり使わないようにしていました。 

6)現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

日本食の調味料は持っていくといいと思います。ｳｨｰﾝにはｱｼﾞｱﾝﾏｰｹｯﾄが沢山ありますが、日本より 3 倍ほど高いの

で、だしや醤油などは必須だと思います。また、百均がないので、洗濯ﾊﾞｻﾐや充電ｺｰﾄﾞなど百均で買える日用品は持っ

ていくといいです。 

7)【授業料負担型の方】授業料の支払方法、支払時期等について教えてください。(例:渡航前に自分で指定したｸﾚｼﾞｯﾄ

ｶｰﾄﾞで支払った、現地で開設した銀行のﾁｪｯｸで支払った。) 
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学習･研究活動についてのﾚﾎﾟｰﾄ(履修した科目ごとに記入) 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にﾁｪｯｸのうえ、記入して下さい。 

9 単位 

     単位 

単位認定の申請はしません(理由:留学前に卒業単位を

取りきっていたため。) 

2)履修登録の時期･方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  ｵﾝﾗｲﾝ  ﾒｰﾙ  その他(     ) 

  履修の制限があった:      

3)以下は留学先で履修した科目についてのﾚﾎﾟｰﾄです。今後留学をする人たちへのｱﾄﾞﾊﾞｲｽも含めてお書き下さい。記入

ｽﾍﾟｰｽが足りない場合は、A4 用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

UE Guided Reading Austrian History 1-Social and economic 

consequences of the "General Crisis"       

ｵｰｽﾄﾘｱの歴史講読-｢一般危機｣の社会的経済的結果- 

科目設置学部･研究科 歴史学部 

履修期間 冬学期 

単位数 5 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 ｾﾞﾐ形式(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 90 分が 1 回 

担当教授 Grigor Boykov  

授業内容 
17 世紀の一般危機に関する論文を用いて一般危機の概念、原因、結果についてﾃﾞｨｽｶ

ｯｼｮﾝを行いました。 

試験･課題など 

予習で論文を読み、General Crisis における主要なﾃｰﾏについての課題を提出し、general 

question という授業で議論する質問を考え、ｵｽﾏﾝ帝国におけるｼﾞｪﾗｰﾘｰの乱に関する

ﾌﾟﾚｾﾞﾝを行いました。 

感想を自由記入 

毎回 20 名ほどの生徒によるﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝがあり、内容が専門的で難しかったですが、予

習をしっかりこなし、教授が補足して下さるので、どうにか理解できました。異なる著

者による論文を複数読むことで、それぞれの事象を 17 世紀の一般危機と括っていいの

か、真の原因が何か、気候変動が直接的に関わっているのか、そもそもの概念から疑い

を持つｸﾘﾃｨｶﾙｼﾝｷﾝｸﾞを伸ばすことができました。 

 

 

  



International Student Center, Meiji University 

5 

 

履修した授業科目名(留学先大学言語): 履修した授業科目名(日本語): 

Market Entry Strategie EU における新規参入戦略 

科目設置学部･研究科       

履修期間 冬学期 

単位数 4 

本学での単位認定状況      単位認定(本学で認定された単位数を書いて下さい) 

授業形態 ｾﾞﾐ(ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ、講義形式等) 

授業時間数 1 週間に 180 分が 1 回 

担当教授 Oksana Galak 

授業内容 
EU 圏内における市場参入戦略について、ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ手法、CSR、ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ、貿易、知

的財産の管理などｾｸｼｮﾝごとに学びました。 

試験･課題など 

授業中に zara の swot 分析をｸﾞﾙｰﾌﾟで行ったり、要約、ｸｲｽﾞに答え、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸでは IP

ﾋﾞｼﾞﾈｽ、ﾌﾗﾝﾁｬｲｼﾞﾝｸﾞ、ﾗｲｾﾝｼﾝｸﾞについてまとめｵﾘｼﾞﾅﾙ wiki ﾍﾟｰｼﾞを作成し、他の生

徒が執筆したものへの評価ﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸを行いました。･ 

感想を自由記入 

授業中の発言をあまりできなかったため、授業後に積極的に質問をしに行くことで、

授業にしっかり参加しているｱﾋﾟｰﾙを行なっていた。ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸでもﾗｲﾃｨﾝｸﾞが他の生

徒より劣っている分、wiki ﾍﾟｰｼﾞの精査と編集を担い、できるだけ自分の価値を発揮す

ることに注力した。ﾌﾟﾚｾﾞﾝに関しても、論文内容を理解した上で要約する力がつきま

した。 

 

 

卒業後の進路について 

1) 進路 ※3 年生以下の方は今後の予定を記載してください(下記 2 以降は記入不要) 

就職   進学   未定   その他:      

2)進路決定の際に活用したｳｪﾌﾞｻｲﾄ、書籍、機関など 

one career, encourage, ﾏｲﾅﾋﾞなど  

3)就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて下さい。(内

定を得た企業すべての名前、あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません) 

※就職活動をこれから始める場合は、差し支えなければ現時点で希望する業界、職種等を教えて下さい。  

IT 広告 

4)就職活動中･終了に関わらず、就職活動について感想･ｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。 

(例:留学中の就職活動へ向けた準備、帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を不安に思い、留

学を断念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。) 

※就職活動をこれから始める場合は、留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてく

ださい。 

就職活動終了後、留学に行きました。就活の心配をすることなく、自分が本当に学びたいことに集中できたので、4 年

生で留学するのは一つの選択肢だと思います。ただ、留学を通じてやりたい方向性も変わったので、留学後に就活を行

う方がﾐｽﾏｯﾁが減ると思います。 

5)進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6)進学を志す留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽ(準備、試験対策等)をお願いします。 

       

7) その他を選択した方は、その進路を選択した理由と、留学希望者に向けたｱﾄﾞﾊﾞｲｽをお願いします。 
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留学に関するﾀｲﾑﾁｬｰﾄ 

留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

(例:語学試験の勉強、選考、出願、ﾋﾞｻﾞ申請･取得、航空券購入、予防接種、滞在先の確保、留学中の中間試験、 

期末試験、その他ｲﾍﾞﾝﾄ等) 

 

留学開始年の前年 

1 月 ~  3 月       

4 月 ~  7 月       

8 月 ~  9 月 留学に向け情報収集を始める 

10 月 ~ 12 月 TOEFL 試験勉強/志望理由書/留学中の友人に相談/選考出願面接受ける 

留学開始年 

1 月 ~  3 月 ｳｨｰﾝ大学より入学許可書が届く      

4 月 ~  7 月 寮探し/航空券購入/      

8 月 ~  9 月 渡航/留学開始前に母とﾖｰﾛｯﾊﾟ旅行      

10 月 ~ 12 月 冬学期開始/住所登録(Meldezettel)/12 月中旬よりｸﾘｽﾏｽ休暇      

留学/帰国年 

1 月 ~  3 月 期末試験/冬学期終了/帰国      

4 月 ~  7 月       

8 月 ~  9 月       

10 月 ~ 12 月       

 

留学体験記 
 

※ この留学先を選んだ理由、留学生活全般について、また、これから留学を志す後輩学生へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽなど、 
自由に記入してください。 

 

大学 1 年生からﾄﾞｲﾂ語を履修し、大学 2 年時にｵｰｽﾄﾘｱについての授業を履修していたため、ｳｨｰﾝに住みｳ

ｨｰﾝ大学に通うことに憧れていました。また、IT を用いて地方創生に取り組むために、｢Smart City Strategy 

Index 2019｣で 1 位に輝いたｳｨｰﾝ市が推進するｽﾏｰﾄｼﾃｨについて現地で専門的に学びたいと思いました。 

 

私自身今年の 3 月に山梨に移住し、北九州市に特化したｲﾍﾞﾝﾄ運営にも携わったことで地方創生に強い関

心を持ち、地方創生の鍵となるｽﾏｰﾄｼﾃｨの現状と今後の課題を現地の学生と議論するため、ｳｨｰﾝ大学を選

びました。 

 

ｳｨｰﾝ大学の本館はﾄﾞｲﾂ語圏最古の大学であり、ｸﾘﾑﾄが描いた絵が飾っているなど美術館のような美しい作

りになっており、学部ごとに建物が分かれており、ｷｬﾝﾊﾟｽがとても広いです。図書館やﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽは常に混

んでおり、日本に比べ勉強熱心な学生が多いです。ｳｨｰﾝ大学はｴﾗｽﾑｽという留学生が多く、英語の授業で

はｵｰｽﾄﾘｱ人より留学の方が多く、ｱｼﾞｱ人はｸﾗｽに私一人しかいませんでした。また、ﾄﾞｲﾂ語圏で唯一日本

語学部があるので、友人はﾁｭｰﾀｰとして授業のｻﾎﾟｰﾄを行うなど、日本に興味を持っている学生と交流しや

すいです。ｳｨｰﾝ大学から徒歩 10 分の学生寮でﾄｲﾚｼｬﾜｰｷｯﾁﾝｼｪｱの一人部屋に住んでいました。寮の友達

とﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟを観戦したり、寮のｷｯﾁﾝでﾄﾞｲﾂやﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの友人 10 名以上を誘って寿司ﾊﾟｰﾃｨｰを開き、巻き

すの使い方を教えながらみんなで巻き寿司を作りとても楽しんでもらえました。 

 

私がｳｨｰﾝ大学を志望する最初のきっかけは、美しい街並み、ｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ宮殿など豪華絢爛な建築、音楽や舞

台など文化への強い憧れからｳｨｰﾝに住んでみたいというものでした。初めから留学する明確な目的がなく

とも、自分を変えたい殻を破りたいという意志と自分の変えたい部分に対する目標があれば意味のあるも

のになると感じました。日本からの留学生とは適度な距離感で関わり、現地の学生やｴﾗｽﾑｽの留学生との

交流を積極的に増やしていくことが重要だと思います。6 ヶ月はあっという間なので、後悔しないように

やってみたいと思ったことは全て挑戦し、一瞬一瞬を大切にしてください。 

 


